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加
能
作
次
郎
「
少
年
と
海
」
に
お
け
る
「
子
ど
も
の
死
」

｜
｜
前
期
『
赤
い
鳥
』
童
話
作
品
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

王

玉

は
じ
め
に

子
ど
も
の
興
味
や
自
発
性
を
尊
重
す
る
教
育
改
革
の
動
き
を
背
景
に
、
一
九

一
八
年
に
『
赤
い
鳥
』
が
創
刊
さ
れ
た
。『
赤
い
鳥
』
は
芥
川
龍
之
介
・
有
島
武

郎
・
泉
鏡
花
・
谷
崎
潤
一
郎
・
菊
池
寛
な
ど
、
著
名
な
文
学
者
か
ら
の
投
稿
が

多
く
あ
り
、
児
童
文
学
全
体
の
レ
ベ
ル
を
高
め
た
、
日
本
で
初
め
て
の
芸
術
児

童
雑
誌
と
鳥
越
信
に
評
価
さ
れ
て

１
）

い
る
。

『
赤
い
鳥
』は
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
休
刊
期
を
は
さ
ん
で
、
前
期
と
後
期
に

分
け
ら
れ
る
こ
と
が

２
）

多
い
。
前
期
（
一
九
一
八
年
創
刊
号
〜
一
九
二
三
年
六
月

号
）
の
作
品
に
は
、
昔
話
な
ど
民
話
の
再
話
、
外
国
児
童
文
学
作
品
の
翻
訳
な

ど
が
多
数
掲
載
さ
れ
た
が
、
昔
話
に
材
を
と
っ
た
創
作
童
話
も
数
多
く
存
在
す

る
。
創
刊
当
初
は
、
昔
話
な
ど
の
再
話
の
み
を
童
話
と
し
て
、
童
話
と
創
作
童

話
が
区
別
さ
れ
た
。
鈴
木
三
重
吉
は
自
分
の
再
話
に
対
し
、
活
動
初
期
の
こ
ろ

は
御
伽
噺
と
童
話
を
と
も
に
用
い
て
い
た
が
、『
赤
い
鳥
』発
刊
以
降
は
、
世
俗

的
と
み
な
さ
れ
る
御
伽
噺
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
、
意
識
的
に
童
話
だ
け
を

用
い
た
と
い
う
。
彼
が
言
う
童
話
と
は
、
た
ん
に
子
ど
も
の
た
め
の
読
み
物
で

は
な
く
、
子
ど
も
の
純
粋
を
保
全
開
発
す
る
た
め
の
芸
術
で
あ
る
。
童
話
の
意

味
は
次
第
に
昔
話
、
伝
説
な
ど
民
間
説
話
か
ら
独
立
し
て
ゆ
き
、
芸
術
を
追
求

す
る
創
作
物
語
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
と
河
原
和
枝
に
指
摘
さ
れ
て

３
）

い
る
。

前
期
の
『
赤
い
鳥
』
に
お
い
て
は
、
小
川
未
明
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
童
話

作
家
た
ち
が
創
作
童
話
へ
果
敢
に
挑
ん
で
い
た
。
当
時
、『
赤
い
鳥
』に
掲
載
さ

れ
た
創
作
童
話
の
多
く
は
、
童
話
作
家
で
は
な
い
作
家
た
ち
に
よ
る
寄
稿
で

あ
っ
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
芥
川
龍
之
介
の
「
蜘
蛛
の
糸
」
な
ど
宗
教
説
話
を

素
材
に
し
た
童
話
、
菊
池
寛
の
「
宮
本
武
蔵
と
勇
少
年
」
な
ど
歴
史
物
を
下
敷

き
に
し
た
童
話
が
あ
る
一
方
、
島
崎
藤
村
の
「
二
人
の
兄
弟
」
の
よ
う
な
失
敗

の
重
要
性
を
示
唆
す
る
寓
言
風
の
童
話
も
あ
る
。
童
話
作
家
以
外
の
作
家
た
ち

の
創
作
童
話
は
、
前
期
の
『
赤
い
鳥
』
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。

加
能
作
次
郎
の
作
品
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
加
能
が
『
赤
い
鳥
』
へ
寄
稿
す

る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
当
時
博
文
館
で
『
文
章
世
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界
』
の
編
集
者
だ
っ
た
彼
は
、
江
口

、
吉
田
絃
二
郎
、
宇
野
浩
二
な
ど
『
赤

い
鳥
』執
筆
作
家
の
作
品
を
積
極
的
に
自
ら
の
雑
誌
へ
掲
載
し
て
い
た
。
ま
た
、

加
能
は
す
で
に「
恭
三
の
父
」（『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』、
一
九
一
〇
年
）、「
世
の
中
へ
」

（『
読
売
新
聞
』、
一
九
一
八
年
）
な
ど
の
小
説
、「
田
山
花
袋
様
」（『
早
稲
田
文

学
』、
一
九
一
三
年
）、「
谷
崎
潤
一
郎
論
」（『
中
央
公
論
』、
一
九
一
六
年
）
な

ど
の
評
論
を
発
表
し
、
作
家
、
評
論
家
、
そ
し
て
編
集
者
と
し
て
大
正
文
壇
の

一
員
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
じ
大
正
文
壇
で
活
躍
し
て
い
る
者
と
し

て
、
加
能
が
『
赤
い
鳥
』
へ
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き

る
。と

こ
ろ
で
、
鈴
木
三
重
吉
の
手
に
よ
る
『
赤
い
鳥
』
の
創
作
童
話
の
応
募
規

定
に
は
、「
子
供
に
関
す
る
日
常
の
事
実
、
子
供
の
心
理
を
描
い
た
現
実
的
な
話

材
を
歓
迎
し
ま
す
」
と

４
）

あ
る
。
既
成
作
家
で
現
実
的
な
素
材
を
取
り
入
れ
て
物

語
を
創
作
す
る
人
は
少
な
か
っ
た
と
森
三
郎
が
指
摘
し

５
）

た
が
、
現
実
的
な
素
材

か
ら
子
ど
も
の
日
常
や
心
理
を
描
く
童
話
は
、
佐
藤
春
夫
、
島
崎
藤
村
、
有
島

生
馬
、
有
島
武
郎
、
菊
池
寛
な
ど
著
名
作
家
の
作
品
を
は
じ
め
と
し
て
、
三
〇

編
前
後
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
能
作
次
郎
も「
少
年
と
海
」（『
赤
い
鳥
』、

一
九
二
〇
年
八
月
）
と
い
う
、
海
辺
に
暮
ら
し
て
い
る
子
ど
も
の
日
常
を
描
い

た
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
八
歳
の
子
ど
も
の
死
に
対
す
る
恐
怖
心
、

死
の
と
ら
え
方
な
ど
を
提
示
す
る
作
品
で
あ
る
が
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
い

ま
だ
に
詳
し
い
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
論
の
目
的
は
、
こ
の
よ
う
な
加

能
の
作
品
に
お
い
て
、
現
実
的
な
素
材
、
子
ど
も
の
日
常
や
心
理
が
ど
の
よ
う

に
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
、
彼
の
「
子
ど
も
の
死
」
表
現
の
考
察
を
通
じ
て
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
鈴
木
三
重
吉
が
め
ざ
し
た
芸
術
と
し
て

の
創
作
童
話
の
特
徴
を
理
解
す
る
試
み
で
も
あ
る
。

一

前
期
『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
「
現
実
的
童
話
」

前
期
『
赤
い
鳥
』
の
童
話
作
品
に
お
い
て
、「
子
供
に
関
す
る
日
常
の
事
実
、

子
供
の
心
理
を
描
い
た
現
実
的
な
話
材
」
は
ど
の
よ
う
に
創
作
さ
れ
て
い
る
か

を
考
察
す
る
前
に
、
子
ど
も
の
心
理
ま
た
子
ど
も
に
関
す
る
日
常
の
事
実
は
子

ど
も
で
は
な
く
、
大
人
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
を
明
確
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
人
が
子
供
の
心
理
、
子
供
中
心
の
日
常
の
事
実
を
描
く

素
材
を
得
る
た
め
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
身
の

回
り
の
子
ど
も
の
日
常
を
観
察
す
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
大
人
自
身
の
子
ど

も
時
代
の
体
験
を
回
想
す
る
こ
と
。
こ
の
二
つ
の
方
法
は
素
材
が
観
察
す
る
も

の
で
あ
る
か
、
回
想
す
る
も
の
で
あ
る
か
が
作
品
内
で
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場

合
、
ま
た
は
こ
れ
ら
二
つ
が
混
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
区
別

が
難
し
く
な
る
。

ま
た
、
素
材
が
ど
の
よ
う
な
立
場
か
ら
加
工
さ
れ
て
い
る
か
に
注
目
す
る
場

合
、
二
つ
の
方
法
の
ど
ち
ら
も
大
人
の
立
場
か
ら
素
材
を
加
工
し
て
い
る
と
い

う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
身
の
回
り
の
子
ど
も
の
日
常
を
観
察
す
る

こ
と
か
ら
素
材
を
得
る
方
法
は
、
虚
構
の
子
ど
も
の
立
場
か
ら
、
大
人
が
見
る

子
ど
も
の
日
常
、
大
人
が
そ
の
日
常
か
ら
推
測
し
た
子
ど
も
の
心
理
を
描
い
て

い
く
。
こ
の
よ
う
な
虚
構
の
子
ど
も
の
立
場
か
ら
見
ら
れ
る
子
ど
も
の
日
常
、

子
ど
も
の
心
理
の
背
後
に
は
、
つ
ね
に
大
人
が
隠
れ
て
い
る
。
一
方
、
子
ど
も

時
代
の
体
験
を
回
想
す
る
こ
と
か
ら
素
材
を
得
る
方
法
で
は
、
大
人
の
立
場
か

ら
子
ど
も
時
代
を
回
顧
す
る
か
、
子
ど
も
時
代
の
主
人
公
を
登
場
さ
せ
、
そ
の

主
人
公
の
目
線
か
ら
物
語
が
描
か
れ
る
。
こ
の
方
法
で
も
、
そ
の
主
人
公
の
子
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ど
も
の
立
場
は
虚
構
で
あ
り
、
背
後
の
大
人
が
そ
の
視
点
を
支
え
て
い
る
。

前
期
『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
現
実
的
童
話
も
、
ほ
と
ん
ど
が
虚
構
的
な

子
ど
も
の
立
場
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
江
口
千
代
の
「
世

界
同
盟
」（
一
九
一
九
年
二
月
）で
は
大
人
は
登
場
せ
ず
、
子
ど
も
だ
け
の
世
界

が
描
か
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
を
自
称
す
る
信
二
、
イ
ギ
リ
ス
を
自
称
す
る
武

夫
、
日
本
を
自
称
す
る
譲
の
三
人
が
同
盟
国
に
な
る
こ
と
を
は
じ
め
、
町
中
の

男
の
子
、
女
の
子
み
ん
な
を
同
盟
国
に
加
え
た
。
物
語
は
そ
の
後
、
同
盟
国
の

結
成
に
よ
り
、
子
ど
も
同
士
の
喧
嘩
も
な
く
な
り
、
い
た
ず
ら
な
ど
を
す
る
子

ど
も
も
い
な
く
な
り
、
よ
そ
の
子
ど
も
た
ち
に
い
じ
め
ら
れ
る
心
配
も
な
く

な
っ
た
と
い
う
結
末
を
迎
え
る
。
河
原
和
枝
は
、
こ
の
童
話
が
主
張
す
る
「
理

想
主
義
」
が
「
観
念
的
に
過
ぎ
、
子
ど
も
た
ち
の
現
実
の
生
活
感
覚
の
な
か
で
」

生
か
さ
れ
に
く
い
と
批
判
し

６
）

た
が
、
実
際
こ
の
童
話
は
現
実
的
な
子
ど
も
を
登

場
さ
せ
ず
、
虚
構
の
子
ど
も
の
立
場
か
ら
虚
構
の
子
ど
も
の
日
常
を
描
い
て
い

る
。ま

た
、
有
島
生
馬
の「
泣
い
て
褒
め
ら
れ
た
話
」（
一
九
一
八
年
八
月
）で
は
、

秀
子
と
い
う
七
つ
の
女
の
子
が
登
場
す
る
。
秀
子
が
大
変
可
愛
が
っ
て
い
た
猫

が
、
旅
の
途
中
に
汽
車
か
ら
逃
げ
た
。
探
す
こ
と
を
諦
め
よ
う
と
し
た
父
は
大

声
で
泣
く
秀
子
の
姿
に
心
を
動
か
さ
れ
、
駅
長
に
汽
車
が
出
発
し
な
い
よ
う
懇

願
す
る
。
そ
の
後
、
猫
は
見
つ
か
り
、
秀
子
の
も
と
に
戻
さ
れ
た
。
物
語
の
な

か
で
、
猫
を
ひ
と
り
に
さ
せ
る
と
、
大
き
な
ネ
ズ
ミ
に
い
じ
め
ら
れ
る
な
ど
、

子
ど
も
ら
し
い
心
配
が
秀
子
の
目
線
か
ら
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
純
粋
な
秀

子
と
い
う
子
ど
も
像
も
、
あ
く
ま
で
も
大
人
の
立
場
か
ら
読
み
取
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
秀
子
と
猫
を
め
ぐ
る
日
常
は
、
秀
子
の
目
で
は
な
く
、

作
者
の
大
人
の
目
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
大
人
目
線

で
し
か
得
ら
れ
な
い
純
粋
な
、
愛
く
る
し
い
子
ど
も
は
、
市
上
さ
わ
子
の
「
常

ち
ゃ
ん
」（
一
九
二
二
年
三
月
）や
有
島
生
馬
の「
大
将
の
子
と
巡
査
の
子
」（
一

九
一
八
年
一
〇
月
）
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
現
実
的
な
子
ど
も
が
、
作
中
の
子

ど
も
の
よ
う
な
行
動
を
取
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
作
中
の
子
ど
も
た
ち
の
行
動

が
大
人
の
価
値
観
の
反
映
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

ほ
か
に
、
有
島
武
郎
の
「
一
房
の
葡
萄
」（
一
九
二
〇
年
八
月
）
で
は
、
盗
み

事
件
か
ら
の
一
連
の
心
理
の
葛
藤
が
少
年
「
僕
」
の
視
点
か
ら
明
白
に
語
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
子
ど
も
の
立
場
に
自
ら
の
視
点
を
置
き
、「
子
ど
も
の
目
」

を
と
お
し
て
「
子
ど
も
の
心
理
」
を
描
こ
う
と
す
る
「
少
年
自
己

７
）

克
服
」
の
名

作
と
し
て
こ
の
童
話
は
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
盗
み
事
件
が
「
僕
」

本
人
の
反
省
だ
け
で
な
く
、
大
人
の
女
教
師
の
配
慮
に
よ
っ
て
解
決
し
た
こ
と

か
ら
、
浜
野
卓
也
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
子
ど
も
が
主
体
の
童
話

で
は
な
い
と
受
け
取
ら
れ
る
む
き
も

８
）

あ
る
。
し
か
し
、
大
人
の
女
教
師
と
い
う

存
在
が
作
品
に
お
け
る
子
ど
も
の
主
体
性
を
阻
害
し
た
と
い
う
よ
り
、
大
人
の

作
者
が
女
教
師
に
重
点
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
作
品
に
お
け
る
立
場
は

子
ど
も
時
代
の
作
者
と
大
人
の
作
者
の
立
場
が
混
在
し
た
も
の
に
な
っ
た
と
言

え
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
事
件
当
時
の
子
ど
も
の
心
理
は
子
ど
も
目
線
か
ら
の

も
の
で
、
童
話
に
含
ま
れ
て
い
る
女
教
師
へ
の
感
激
の
意
図
や
自
己
成
長
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
作
者
の
大
人
の
立
場
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
子
ど

も
の
立
場
と
大
人
の
立
場
の
混
在
は
、『
赤
い
鳥
』前
期
の
現
実
的
童
話
に
よ
く

見
ら
れ
る
「
子
ど
も
の
反
省
」
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
童
話
、
菊
池
寛
の
「
納
豆

合
戦
」（
一
九
一
九
年
九
月
）
や
楠
山
正
雄
の
「
祖
母
」（
一
九
二
一
年
三
月
）

な
ど
に
も
み
ら
れ
る
。

子
ど
も
の
視
点
、
子
ど
も
中
心
、
子
ど
も
の
立
場
と
は
い
え
、
大
人
が
書
い
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た
も
の
で
あ
る
以
上
、
作
中
の
子
ど
も
と
大
人
と
し
て
の
作
者
の
視
点
、
価
値

観
は
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
大
人
の
立
場
を
排
除
し
な
が
ら
、
子
ど
も

の
繊
細
な
心
理
の
綾
や
内
面
を
多
面
的
・
立
体
的
に
描
こ
う
と
す
る
童
話
作
品

も
『
赤
い
鳥
』
に
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
島
崎
藤
村
の
「
玩
具
は
野
に
も
畑

に
も
」（
一
九
二
〇
年
一
〇
月
）は
山
の
中
に
育
っ
た
子
ど
も
の
日
常
を
、
子
ど

も
の
立
場
か
ら
描
い
た
も
の
で
、
玩
具
が
買
え
な
い
子
ど
も
が
竹
藪
の
竹
や
、

麦
畑
の
麦
藁
や
、
茄
子
や
南
瓜
と
一
緒
に
遊
ぶ
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
子
ど
も

の
目
か
ら
み
た
茄
子
、
南
瓜
、
竹
の
子
、
そ
の
す
べ
て
は
自
分
に
さ
ま
ざ
ま
な

事
を
教
え
て
く
れ
る
友
達
で
あ
り
、
遊
び
の
な
か
で
学
ん
で
い
く
子
ど
も
の
生

き
生
き
と
し
た
、
愉
快
な
世
界
は
ま
さ
に
子
ど
も
の
目
線
か
ら
見
ら
れ
た
世
界

で
あ
り
、
大
人
の
価
値
判
断
や
論
理
的
な
思
考
を
で
き
る
だ
け
排
除
し
よ
う
と

す
る
藤
村
の
意
図
が
垣
間
見
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
加
能
作
次
郎
の
「
少
年
と
海
」（
一
九
二
〇
年
八
月
）
は
、
能
登

国
の
西
海
岸
に
あ
る
小
さ
な
漁
村
に
暮
ら
す
八
歳
の
為
吉
を
主
人
公
と
し
て
い

る
。
あ
る
日
、
海
の
沖
に
加
賀
の
白
山
が
く
っ
き
り
と
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

彼
は
そ
の
白
山
を
海
難
の
兆
し
と
考
え
て
、
父
に
注
意
を
促
そ
う
と
す
る
が
、

上
手
く
伝
わ
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
、
為
吉
は
海
の
様
子
を
観
る
た
め
に
、
一
人

で
家
の
舟
に
乗
り
込
む
が
、
舟
が
波
に
飲
ま
れ
、
そ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う
。

死
に
よ
っ
て
し
か
大
人
に
自
分
の
正
し
さ
を
証
す
こ
と
が
で
き
な
い
為
吉
に

つ
い
て
、
河
原
和
枝
は
『
赤
い
鳥
』
童
話
に
よ
く
存
在
す
る
弱
い
子
ど
も
の
象

徴
で
あ
る
と
指
摘
し
て

９
）

い
る
。
こ
れ
は
「
少
年
と
海
」
に
言
及
し
た
数
少
な
い

先
行
研
究
で
あ
る
。
し
か
し
、「
少
年
と
海
」の
創
作
背
景
を
踏
ま
え
る
と
、
見

方
が
少
々
変
わ
る
。
加
能
作
次
郎
は
石
川
県
羽
咋
郡
西
海
村
風
戸
（
現
・
志
賀

町
西
海
風
戸
）
出
身
の
作
家
で
、
漁
師
の
父
浅
次
郎
、
母
は
い
の
次
男
と
し
て

生
ま
れ
た
。
長
兄
の
作
太
郎
は
生
ま
れ
て
ま
も
な
く
死
亡
し
、
母
も
作
次
郎
が

生
ま
れ
た
年
の
一
一
月
に
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、
父
浅
次
郎
は
浅
野
ゆ
う
と

再
婚
し
、
作
次
郎
は
継
母
の
ゆ
う
に
育
て
ら
れ
る
。
能
登
は
加
能
の
出
身
地
で
、

一
四
歳
で
京
都
へ
出
て
行
く
ま
で
子
ど
も
時
代
を
過
ご

10
）

し
た
。「
難
船
」（『
文
章

世
界
』、
一
九
二
三
年
八
月
）
や
「
海
辺
の
小
社
」（『
文
章
世
界
』、
一
九
二
四

年
九
月
）
な
ど
、
多
数
の
作
品
で
加
能
は
そ
の
幼
少
時
代
を
描
い
て
い
る
。
加

能
作
次
郎
の
文
学
作
品
は
「
能
登
物
」
と
「
京
都
物
」
に
大
ま
か
に
分
け
ら
れ
、

い
ず
れ
も
自
伝
的
要
素
の
強
い
も
の
と
み
な
さ
れ
て

11
）

い
る
。
「
少
年
と
海
」
も

「
能
登
物
」
の
一
つ
で
、
自
伝
的
要
素
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

為
吉
の
死
に
よ
っ
て
、
彼
を
弱
さ
を
表
現
し
た
存
在
、
観
念
的
な
弱
い
子
ど
も

と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
無
理
が
あ
る
と
い
え
る
。

二

「
少
年
と
海
」
に
お
け
る
「
子
ど
も
の
思
考
様
式
」

「
少
年
と
海
」は
二
つ
の
章
か
ら
成
る
が
、
第
一
章
は
主
に
為
吉
と
父
の
会
話

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
会
話
の
内
容
は
白
山
、
南
東
風
、
難
船
の
因
果
関
係
か

ら
、
父
が
体
験
し
た
一
〇
年
も
昔
の
海
難
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
。

南
東
の
風
が
吹
く
と
、
い
つ
も
海
が
荒
れ
る
の
で
し
た
。
漁
舟
や
、
沖

を
航
海
し
て
ゐ
る
帆
前
船
な
ど
が
難
船
し
て
、
乗
組
の
漁
夫
や
水
夫
が
溺

死
し
た
り
す
る
の
は
、
い
つ
も
そ
の
風
の
吹
く
時
で
し
た
。
そ
し
て
そ
の

風
の
吹
く
時
に
は
、
き
つ
と
福
浦
岬
か
ら
続
い
た
海
中
に
加
賀
の
白
山
が

く
つ
き
り
と
聳
え
立
つ
て
ゐ
る
の
が
見
え
る
の
で

12
）

し
た
。
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こ
の
海
特
有
の
現
象
に
関
し
て
、
為
吉
の
頭
の
中
で
は「
白
山
が
見
え
る
と
、

南
東
風
が
吹
く
、
海
が
荒
れ
る
、
船
が
難
破
す
る
、
そ
し
て
人
が

13
）

死
ぬ
」
と
い

う
図
式
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
為
吉
は
「
ま
だ
八
つ
で
し
た
が
、
非
常
に
頭

の
よ
い
賢
こ
い
子
で
、何
か
に
つ
け
て
大
人
の
や
う
な
考
を
も
つ
て
ゐ
ま
し
た
。

神
経
質
で
始
終
何
か
考
へ
て
ば
か
り
ゐ

14
）

る
子
」
だ
っ
た
。
南
東
風
が
吹
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
海
が
荒
れ
る
。
海
が
荒
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
難
船
が
起
こ
る
。

難
船
が
起
こ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
が
死
ぬ
。
現
象
Ａ
に
よ
っ
て
、
Ｂ
が
起
こ

る
と
い
う
因
果
関
係
を
、
為
吉
は
す
で
に
把
握
し
て
い
た
。
し
か
し
、
本
来
南

東
風
が
吹
く
こ
と
に
よ
っ
て
白
山
が
見
え
る
と
い
う
因
果
関
係
を
、為
吉
は「
白

山
が
見
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
南
東
風
が
吹
く
」
と
、
原
因
と
結
果
を
逆
に
解

釈
し
て
い
る
。
ま
た
、「
白
山
が
見
え
る
」
と
「
海
が
荒
れ
る
」
は
と
も
に
「
南

東
風
が
吹
く
」
と
い
う
第
三
の
変
数
の
結
果
で
、
白
山
が
見
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
海
が
荒
れ
る
と
は
い
え
な
い
。
要
す
る
に
、
白
山
と
海
難
は
共
変
関
係
で

あ
る
が
、
為
吉
は
そ
の
共
変
関
係
を
因
果
関
係
と
捉
え
違
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
子
ど
も
の
因
果
関
係
の
認
識
は
「
前
因
果
性
」
と
い
う
非
常
に

原
始
的
な
段
階
か
ら
始
ま
り
、
科
学
的
思
考
の
基
礎
と
な
る
「
厳
密
な
因
果
関

係
」
に
発
展
し
て
い
く
と
い
う
心
理
学
者
の
ジ
ャ
ン
・
ピ
ア
ジ
ェ
は
、
そ
の
因

果
関
係
の
認
識
を
一
七
タ
イ
プ
に
分
け
、
そ
れ
ら
を
三
期
に
分
類
し
て

15
）

い
る
。

第
一
期
と
第
二
期
は
「
目
的
性
の
型
」
で
、
七
、
八
歳
か
ら
「
合
理
的
な
型
」

が
現
れ
る
。「
白
山
が
見
え
る
の
で
、
南
東
風
が
吹
く
」と
い
う
原
因
と
結
果
を

捉
え
違
え
た
因
果
律
は
第
一
期
の
「
目
的
性
の
型
」
に
属
し
て
い
る
。
子
ど
も

に
と
っ
て
、
世
界
と
は
目
で
見
て
手
で
触
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
あ
ひ
る
の

足
に
水
か
き
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
く
泳
げ
る
」と
い
う
現
象
を
見
れ
ば
、

「
あ
ひ
る
の
足
に
水
か
き
が
あ
る
の
は
よ
く
泳
げ
る
た
め
だ
」と
解
釈
す
る
。「
桜

の
花
が
咲
く
の
で
、
暖
か
く

16
）

な
る
」
と
思
う
子
ど
も
と
同
じ
く
、
為
吉
も
白
山

と
南
東
風
と
の
間
に
関
係
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
が
、
南
東
風
と
い
う
目
に
見

え
な
い
自
然
現
象
よ
り
、
実
際
に
見
え
る
白
山
を
原
因
と
し
て
重
視
す
る
傾
向

を
示
し
て
い
る
。

為
吉
は
白
山
が
見
え
る
と
、
南
東
風
が
必
ず
吹
く
と
思
い
、
そ
の
結
果
海
が

荒
れ
、
船
は
必
ず
難
破
す
る
と
信
じ
た
。
そ
し
て
、
白
山
と
難
船
の
間
を
必
然

的
関
係
性
と
し
て
結
び
つ
け
た
。
白
山
が
見
え
て
も
、
南
東
風
が
吹
く
場
合
と

吹
か
な
い
場
合
が
あ
る
、
南
東
風
が
吹
い
て
も
、
船
が
難
破
す
る
場
合
と
し
な

い
場
合
が
あ
る
、
ま
た
船
が
難
破
し
て
も
、
人
が
死
ぬ
場
合
と
死
な
な
い
場
合

が
あ
る
と
い
う
偶
然
的
要
素
を
、
為
吉
は
認
め
な
い
。
実
際
子
ど
も
に
と
っ
て
、

偶
然
性
と
必
然
性
の
区
別
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
偶
然
の
出
来
事
を
、
い
と

も
簡
単
に
一
定
の
因
果
関
係
へ
帰
着
さ

17
）

せ
る
。
為
吉
の
場
合
で
い
え
ば
、
南
東

風
が
吹
き
海
難
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
偶
然
見
え
て
い
た
白
山
を
結
果
の
原
因

と
考
え
る
こ
と
で
偶
然
性
を
因
果
関
係
に
帰
着
さ
せ
、
自
ら
の
思
考
の
枠
組
み

を
確
立
し
た
と
い
え
る
。

ピ
ア
ジ
ェ
に
よ
る
と
、
子
ど
も
の
思
考
枠
組
み
（
シ
ェ
マ
）
は
、
外
界
環
境

か
ら
の
直
接
的
働
き
か
け
を
受
け
、
そ
れ
に
影
響
さ
れ
発
達
し
て
い
く
。
子
ど

も
が
現
在
持
っ
て
い
る
シ
ェ
マ
に
当
て
は
め
て
外
界
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
心

理
の
働
き
を
ピ
ア
ジ
ェ
は
「
同
化
」
と
定
義
し
、
逆
に
現
在
の
シ
ェ
マ
で
外
界

を
解
釈
す
る
こ
と
が
難
し
い
局
面
で
、
シ
ェ
マ
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
や
、
新
た

な
シ
ェ
マ
が
作
り
出
す
こ
と
を
「
調
節
」
と
定
義
し
た
。
自
身
が
有
す
る
シ
ェ

マ
に
無
理
な
く
現
象
を
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
、
つ
ま
り
「
同
化
」

が
優
位
に
立
つ
と
き
、
子
ど
も
は
認
知
的
に
安
定
し
た
状
態
（
均
衡
状
態
）
と

な
る
。
反
対
に
手
持
ち
の
シ
ェ
マ
に
現
象
が
当
て
は
め
ら
れ
な
い
と
き
、
す
な
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わ
ち
「
調
節
」
が
優
位
に
立
つ
と
き
、
子
ど
も
は
認
知
的
に
不
安
定
な
状
態
（
不

均
衡
状
態
）
に
な
る
。
そ
し
て
、
不
均
衡
状
態
に
陥
っ
た
子
ど
も
に
は
悩
み
が

訪

18
）

れ
る
。

村
人
の
話
や
自
ら
の
経
験
を
通
し
て
、
為
吉
は
「
白
山
が
見
え
る
と
、
南
東

風
が
吹
く
、
海
が
荒
れ
る
、
船
が
難
破
す
る
、
そ
し
て
人
が
死
ぬ
」と
い
う
シ
ェ

マ
を
確
立
し
た
。
一
ヶ
月
前
に
も
村
の
漁
舟
が
難
破
し
、
乗
組
の
漁
夫
が
す
べ

て
溺
死
、
そ
の
死
体
が
四
五
日
後
に
隣
村
の
海
岸
に
漂
着
し
た
が
、
そ
の
と
き

も
「
矢
張
り
朝
か
ら
白
山
の
姿
が
物
す
ご
く
海
の
中
に
魔
物
の
」
よ
う
に
立
っ

て
い
た
。
こ
の
新
し
い
恐
ろ
し
い
出
来
事
は
鮮
明
に
「
為
吉
の
頭
に
き
ざ
み
こ

ま
れ
て
ゐ
る
」が
、そ
れ
は
為
吉
の
シ
ェ
マ
と
ま
さ
に
同
化
可
能
な
現
象
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
次
に
為
吉
は
、
白
山
が
見
え
て
い
る
と
き
、
帆
前
船
が
一
艘

「
一
生
懸
命
に
福
浦
に
入
つ
て
行
つ
た
」の
を
見
る
。
彼
は
そ
れ
を
、
東
南
風
が

吹
い
て
来
る
こ
と
を
予
想
し
た
帆
前
船
が
、
時
化
を
避
け
る
た
め
に
取
っ
た
行

動
と
解
釈
す
る
こ
と
で
、
シ
ェ
マ
に
当
て
は
め
同
化
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て

一
〇
年
も
前
に
起
こ
っ
た
難
船
の
話
を
父
に
せ
が
み
、
そ
の
時
も
白
山
が
見
え

て
い
た
だ
ろ
う
と
確
認
す
る
こ
と
で
再
び
自
ら
の
シ
ェ
マ
に
現
象
を
同
化
し
よ

う
と
試
み
る
。

為
吉
は
「
白
山
が
見
え
る
」
と
伝
え
れ
ば
、
父
が
す
ぐ
に
も
浜
へ
飛
び
出
し
、

船
を
揚
げ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、「
お
父
さ
ん
、
ま
た
白
山
が
見

え
る

」
と
あ
わ
て
て
報
告
す
る
為
吉
に
対
し
て
、
父
は
「
そ
う
か
い
」
と
そ
っ

け
な
く
答
え
た
だ
け
だ
っ
た
。
自
ら
の
シ
ェ
マ
が
父
の
態
度
に
よ
っ
て
お
び
や

か
さ
れ
て
い
る
最
中
に
、
為
吉
は
父
が
昔
、
大
時
化
に
遭
っ
た
船
を
助
け
た
話

を
思
い
出
し
、
な
ぜ
助
け
に
行
け
た
か
と
問
い
か
け
る
。
そ
れ
に
対
す
る
父
の

答
え
は
「
村
中
の
漁
夫
が
そ
の
大
暴
風
の
中
に
船
を
下
し
て
助
け
に
行
つ
た
の

だ
が
、
あ
ん
な
恐
ろ
し
い
こ
と
は
俺
ァ
覚
え
て
か
ら
な
か

19
）

つ
た
」
と
い
う
、
自

ら
の
シ
ェ
マ
に
同
化
で
き
そ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
ま
る
で
自
分
と

関
係
の
な
い
昔
話
」
の
よ
う
に
語
る
父
の
様
子
が
、
眼
を
光
ら
せ
な
が
ら
話
を

聞
く
為
吉
の
シ
ェ
マ
と
外
界
の
現
象
と
の
同
化
を
再
び
妨
げ
る
。
そ
し
て
、
為

吉
を
再
び
浜
へ
向
か
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

三

「
少
年
と
海
」
に
お
け
る
「
子
ど
も
の
死
」

①
怪
物
と
し
て
の
「
死
」

為
吉
の
眼
に
う
つ
っ
た
白
山
は
、「
青
い
海
と
青
い
空
と
の
界
に
、
同
じ
や
う

な
青
の
上
に
、
白
い
薄
い
ヴ
ェ
ー
ル
を
被
つ
た
や
う
な
、
お
ぼ
ろ
げ
な
霞
ん
だ

色
に
、
大
き
な
島
の
や
う
に
浮
ん
で
ゐ
ま
し
た
。
白
い
雲
が
頂
の
方
を
包
ん
で

ゐ
ま

20
）

し
た
」
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
再
び
白
山
の
姿
を
確
認
し
た
為
吉
は
心
を

お
ど
ら
せ
た
。
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
と
、
そ
こ
か
ら
大
風
が
吹
き
起
り
、
山

の
よ
う
な
大
浪
が
押
し
寄
せ
て
き
そ
う
に
見
え
る
白
山
は
、
容
易
に
為
吉
の

シ
ェ
マ
に
同
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
同
時
に
、
そ
の
シ
ェ
マ
に
よ
っ
て
、

為
吉
の
心
に
、
あ
の
白
帆
が
真
正
面
に
こ
の
村
の
岬
へ
吹
き
つ
け
ら
れ
、
岩
の

上
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
そ
こ
に
難
破
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
恐
怖
が

つ
き
あ
げ
て
く
る
。

児
童
精
神
科
医
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
Ｂ
・
ウ
ォ
ル
マ
ン
に
よ
る
と
、
恐
怖
は
、

特
定
の
現
実
的
、
な
い
し
非
現
実
的
危
険
に
対
す
る
情
緒
反
応
で

21
）

あ
る
。
為
吉

の
恐
怖
の
元
は
、
自
分
で
作
り
あ
げ
た
非
現
実
的
危
険
で
あ
る
。
こ
の
非
現
実

的
危
険
が
ど
こ
に
端
を
発
す
る
か
と
い
う
と
、
一
ヶ
月
前
に
目
撃
し
た
難
船
で

あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
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つ
い
一
カ
月
前
に
も
、
村
の
漁
舟
が
難
破
し
、
五
六
人
の
乗
組
の
漁
夫
が
み

ん
な
溺
死
し
て
、
そ
の
死
体
が
そ
れ
か
ら
四
五
日
も
た
っ
て
か
ら
隣
村
の
海
岸

に
漂
着
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
為
吉
は
こ
の
難
船
に
よ
る
死
者
を
目
撃
し
た
。

誰
か
の
死
に
居
合
わ
せ
た
と
き
、あ
る
い
は
偶
然
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、

子
ど
も
は
そ
れ
を
、
突
然
乱
暴
に
や
っ
て
き
た
破
滅
的
な
出
来
事
と
し
て
受
け

止
め
、
精
神
的
に
深
い
傷
を
負
う
。
子
供
が
世
界
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
、
予

見
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
安
心
感
が
、
根
底
か
ら
強
く

揺
る
が
さ
れ
る
た
め
だ
。
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ウ
マ
に
対
す
る
反
応
は
通
常
、
強

い
恐
怖
感
、
無
力
感
あ
る
い
は
嫌
悪
感
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
悲
劇
的
出
来
事

の
最
中
に
自
身
の
力
で
助
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
、
強
い
罪

悪
感
を

22
）

抱
く
。
為
吉
は
、
ま
さ
に
こ
の
ト
ラ
ウ
マ
を
身
に
受
け
た
。

漫
々
と
し
て
浪
一
つ
立
た
な
い
静
か
な
海
も
、
ど
こ
か
そ
の
底
の
底
に

は
、
恐
ろ
し
い
大
怪
物
が
ひ
そ
ん
で
ゐ
て
、
今
に
も
荒
れ
出
し
て
、
天
地

を
震
撼
さ
せ
さ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
耳
を
す
ま
す
と
遠
い
遠
い
海
の
か

な
た
が
、
深
い
深
い
海
の
底
に
、
轟
々
と
鳴
り
響
い
て
ゐ
る
や
う
な
気
が

す
る
の
で

23
）

し
た
。

子
ど
も
の
死
に
対
す
る
理
解
と
い
う
の
は
、
発
達
段
階
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て

ゆ
く
。
五
歳
か
ら
一
〇
歳
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、
死
は
不
可
逆
的
、
普
遍
的
で

避
け
ら
れ
な
い
現
象
だ
と
い
う
理
解
が
少
し
ず
つ
備
わ
っ
て
く
る
。
し
か
し
、

論
理
的
な
思
考
は
ま
だ
成
熟
し
て
い
な
い
た
め
、
死
に
対
し
て
、
目
に
見
え
な

い
お
化
け
、
恐
ろ
し
く
醜
い
怪
物
な
ど
の
人
格
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
傾
向
が

24
）

強
い
。「
恐
ろ
し
い
怪
物
」
は
、
す
な
わ
ち
為
吉
が
理
解
し
て
い
る
「
死
」
で
あ

る
。
為
吉
は
溺
死
し
た
漁
夫
の
死
体
を
目
撃
し
、
そ
の
死
は
海
難
が
も
た
ら
し

た
も
の
と
理
解
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
「
死
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
海
の
底
に
潜
む

恐
ろ
し
い
大
怪
物
へ
仮
託
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
導
き
出
せ
る
結
論
は
、「
白
山
が
見
え
る
と
、南
東
風
が
吹
く
、

海
が
荒
れ
る
、
船
が
難
破
す
る
、
そ
し
て
人
が
死
ぬ
」
と
い
う
シ
ェ
マ
に
お
い

て
、
結
果
で
あ
る
は
ず
の
「
死
」
は
、
実
は
原
因
で
あ
り
、
す
べ
て
の
源
流
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
死
」と
い
う
怪
物
に
よ
っ
て
、
白
山
が
見

え
る
。
そ
し
て
、
南
東
風
が
吹
く
、
海
が
荒
れ
る
、
船
が
難
破
す
る
。
そ
の
帰

結
と
し
て
、
人
が
死
ぬ
。
だ
が
そ
れ
は
同
時
に
、
最
初
の
理
由
で
も
あ
る
。
為

吉
が
確
立
し
た
の
は
こ
の
よ
う
な
シ
ェ
マ
で
あ
り
、
こ
れ
が
為
吉
を
死
へ
導
い

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

②
空
想
と
「
死
」
の
概
念

一
人
で
沖
を
眺
め
て
い
た
為
吉
は
、
海
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
と
、
そ
こ

か
ら
大
風
が
吹
き
起
り
、
山
の
よ
う
な
大
浪
が
押
し
寄
せ
て
来
そ
う
な
気
が
し

た
。
海
上
の
白
帆
が
、「
だ
ん
だ
ん
こ
ち
ら
へ
風
に
追
わ
れ
て
来
て
、
真
正
面
に

こ
の
村
の
岬
へ
吹
き
つ
け
ら
れ
、
岩
の
上
に
打
ち
あ
げ
ら
れ
て
、
そ
こ
に
難
破

す
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
為
吉
は
自
分
で
作
つ
た
恐
怖
に
お
そ
わ

25
）

れ
る
」。

入
江
で
海
水
浴
を
し
て
い
る
五
、
六
人
の
子
供
が
ま
っ
た
く
目
に
は
入
ら
な

い
ほ
ど
、
為
吉
は
沖
を
眺
め
る
こ
と
に
没
入
し
て
い
た
。
為
吉
は
自
分
が
完
全

に
一
人
で
あ
る
と
思
い
込
み
、
そ
の
孤
独
な
状
況
の
中
で
難
船
の
想
像
に
囚
わ

れ
る
。
こ
の
船
の
難
破
が
、
為
吉
の
自
分
で
作
っ
た
恐
怖
で
あ
る
と
い
え
る
な

ら
、「
む
く
む
く
と
灰
色
の
古
綿
の
や
う
な
雲
が
上
つ
て
来
た
の
」を
見
つ
め
た

時
、
南
東
風
だ
と
思
わ
ず
叫
ん
だ
為
吉
は
、
こ
の
瞬
間
に
現
実
と
虚
構
が
混
じ
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り
合
う
空
想
の
世
界
に
入
っ
た
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
空
想
や
白
日
夢
に
関

し
て
、
社
会
心
理
学
者
の
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
シ
ン
ガ
ー
は
「
想
像
遊
び
は
、
子
ど

も
が
複
雑
な
外
部
環
境
を
組
織
的
な
記
憶
体
制
へ
次
第
に
結
合
さ
せ
て
い
く
重

要
な
手
段
の
一
つ
で

26
）

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
子
ど
も
は
外
部
か
ら
受
け
た
情

報
を
内
部
化
し
よ
う
と
す
る
際
、
ゴ
ッ
コ
遊
び
な
ど
の
空
想
を
必
要
と
す
る
。

こ
れ
は
シ
ェ
マ
の
同
化
過
程
に
空
想
の
発
端
が
表
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
直

接
く
ぐ
り
抜
け
て
は
こ
な
か
っ
た
経
験
領
域
の
意
味
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
働

き
は
、
空
想
の
重
要
な
機
能
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
場
面
で
為
吉
は
、「
白
山
が

見
え
る
と
、
南
東
風
が
吹
く
、
海
が
荒
れ
る
、
船
が
難
破
す
る
、
そ
し
て
人
が

死
ぬ
」
と
い
う
シ
ェ
マ
を
、
現
実
の
中
で
は
な
く
空
想
の
中
で
同
化
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
為
吉
の
空
想
中
の
同
化
プ
ロ
セ
ス
を
整
理
す
る
と
、
ま
ず
「
漫
々

と
し
て
浪
一
つ
立
た
な
い
静
か
な
海
も
、
ど
こ
か
そ
の
底
の
底
に
は
、
恐
ろ
し

い
大
怪
物
が
ひ
そ
ん
で
ゐ
て
、
今
に
も
荒
れ
出
し
て
、
天
地
を
震
撼
さ
せ
さ
う

に
思
わ
れ
ま

27
）

し
た
」
と
、「
死
」
の
出
現
を
想
像
す
る
。
次
に
「
白
山
は
益
々
は

つ
き
り
し
て
来
ま
し
た
。
さ
つ
き
の
白
帆
が
大
分
大
き
く
な
つ
て
、
し
ま
き
が

沖
の
方
か
ら
だ
ん
だ
ん
こ
ち
ら
に
近
づ
ゐ
て
来
ま
し
た
。
あ
の
し
ま
き
が
こ
の

海
岸
に
達
す
る
と
、
も
う
本
物
の
南
東

28
）

風
だ
」
と
、
南
東
風
が
来
る
こ
と
を
確

信
す
る
。
最
後
に
、「
も
う
、
そ
れ
も
十
分
と
間
が
な
い
、
｜
｜
白
山
、
南
東
風
、

難
破
船
、
溺
死
｜
｜
、
か
う
い
う
考
え
が
ご
つ
ち
ゃ
に
な
つ
て
為
吉
の
頭
の
中

を
往
来
し
ま

29
）

し
た
」
と
、
シ
ェ
マ
を
空
想
の
世
界
で
同
化
し
よ
う
と
い
う
心
理

が
は
た
ら
く
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
誰
か
死
ぬ
と
い
う
よ
う
な
思
い
が
、

為
吉
を
襲
う
。

そ
の
後
は
、「
ぢ
つ
と
耳
を
す
ま
し
て
ゐ
る
と
、
ど
こ
か
に
助
け
を
呼
び
求
め

て
ゐ
る
声
が
空
耳
に
聞
え
て
来
る
の
で
し
た
。
幾
人
も
幾
人
も
、
細
い
悲
し
げ

な
声
を
合
せ
て
、
呼
ん
で
ゐ
る
や
う
に
為
吉
の
耳
に
聞
え
ま

30
）

し
た
」
と
続
き
、

為
吉
は
一
ヶ
月
前
に
難
船
で
死
ん
だ
、
聞
こ
え
る
は
ず
の
な
い
村
人
の
声
を
聞

く
。「
ど
こ
か
海
の
底
か
、
空
中
か
か
ら
来
る
や
う
」に
思
わ
れ
た
声
は
、
難
船

し
て
死
ん
だ
人
た
ち
が
「
ど
こ
か
海
の
底
か
、
空
中
か
」
に
生
き
て
い
る
と
、

為
吉
が
空
想
中
に
同
化
し
た
シ
ェ
マ
の
世
界
観
か
ら
聞
こ
え
た
幻
聴
で
あ
る
。

幼
い
為
吉
は
、「
死
」と
い
う
怪
物
が
人
々
を
死
の
世
界
に
導
き
、
死
ん
だ
人
々

は
死
の
世
界
で
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
独
自
の
他
界
観
を
作
り
上
げ
た
の
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
、
成
熟
し
た
人
が
持
つ
「
死
」
の
概
念
に
つ
い
て
、
赤
澤
正
人
は

「
死
の
不
可
避
性（＝

自
分
も
含
め
て
生
き
て
い
る
も
の
は
全
て
、
い
つ
か
は
必

ず
死
ぬ
こ
と
）」
の
ほ
か
、「
死
の
不
可
逆
性
（＝

生
き
て
い
る
も
の
が
一
度
死

ぬ
と
、
そ
の
肉
体
は
二
度
と
生
き
返
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
）」、「
死
の
因
果

性
（＝

死
に
は
肉
体
的
・
生
物
学
的
な
要
因
が
あ
る
こ
と
）」
な
ど
の
要
素
も
含

ま
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て

31
）

い
る
。
為
吉
は
「
死
の
因
果
性
」
と
「
死
の
不
可

逆
性
」
に
つ
い
て
は
正
確
に
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
。
い
ま
だ
、
人
に
死
を
も
た

ら
す
「
死
」
と
い
う
怪
物
が
あ
り
、
助
け
を
求
め
る
死
ん
だ
人
々
の
い
る
「
死

の
世
界
」
が
あ
る
と
想
像
し
、
理
解
し
て
い
る
。

「
一
波
ま
た
一
波
、
甚
し
い
動
揺
と
共
に
舷
と
舷
と
が
強
く
打
ち
合
つ
て
、
更

に
横
さ
ま
に
大
揺
れ
に
揺
れ
ま
し
た
。『
わ
あ
ッ

』と
い
ふ
叫
び
声
が
し
た
か

と
思
ふ
と
、
も
う
為
吉
の
姿
は
舳
に

32
）

見
え
」
な
く
な
り
、
為
吉
自
身
が
死
の
世

界
へ
行
く
描
写
が
続
く
。
誰
か
が
死
な
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
強
迫
観
念
が
、
為

吉
の
心
に
去
来
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
誰
か
と
は
他
の
誰
で
も
な
い
、
為
吉
自

身
で
あ
っ
た
。
幼
い
子
ど
も
た
ち
は
、
物
体
と
し
て
客
体
化
さ
れ
た
人
や
動
物
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の
死
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
主
体
と
し
て
意
識
の
中
に
あ
る
、
自
分

や
近
し
い
人
々
の
「
死
の
不
可
避
性
」
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
れ

て

33
）

い
る
。
し
か
し
、
海
難
を
目
撃
し
た
為
吉
は
、
そ
の
も
た
ら
さ
れ
た
衝
撃
か

ら
「
死
の
不
可
避
性
」
を
理
解
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
「
死
の
不
可
避
性
」
は

彼
自
身
に
死
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

物
語
の
最
後
は
、「
そ
の
頃
か
ら
空
が
曇
り
、
浪
が
高
く
海
岸
に
咆
哮
し
て
、

本
当
の
大
暴
風
と
な
つ
て
来
ま

34
）

し
た
」と
結
ば
れ
る
。
こ
の
大
暴
風
の
到
来
が
、

為
吉
の
死
骸
に
取
り
す
が
っ
て
泣
く
両
親
も
ろ
と
も
死
の
世
界
へ
連
れ
去
っ
て

し
ま
う
の
か
、
そ
れ
と
も
為
吉
の
警
告
に
し
た
が
っ
て
両
親
は
死
を
ま
ぬ
か
れ

る
の
か
。
読
者
に
よ
っ
て
解
釈
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四

「
少
年
と
海
」
と
「
漁
村
賦
」

加
能
が
こ
う
し
た
「
死
」
の
描
き
方
を
確
立
す
る
過
程
を
考
え
る
上
で
重
要

な
作
品
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
少
年
と
海
」
の
四
年
前
、
雑
誌
『
太
陽
』
に
発
表

さ
れ
た
「
漁
村
賦
」（
一
九
一
六
年
）
で

35
）

あ
る
。「
漁
村
賦
」
も
「
能
登
物
」
の

一
つ
で
、
物
語
の
舞
台
は
能
登
に
あ
る
小
さ
な
漁
村
で
あ
る
。
自
伝
作
品
で
は

な
い
が
、
登
場
人
物
に
は
作
者
で
あ
る
加
能
自
身
の
少
年
時
代
の
映
像
が
刻
み

こ
ま
れ
て
い
る
と
加
能
研
究
者
の
坂
本
政
親
が
指
摘
し
て

36
）

い
る
。『
太
陽
』に
発

表
後
、
加
能
個
人
集
『
誘
惑
』（
一
九
二
四
年
）、
地
元
の
富
来
町
立
図
書
館
が

出
版
し
た
『
加
能
作
次
郎
集
』（
二
〇
〇
四
年
）
に
も
収
録
さ
れ
た
。

あ
ら
す
じ
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
お
腹
に
子
を
宿
し
た
お
里
は
、
海
で
夫

重
吉
が
遭
難
し
た
夜
、
赤
子
の
命
に
か
え
て
も
夫
の
無
事
を
と
仏
に
祈
り
な
が

ら
、
海
男
を
生
ん
だ
。
夫
の
重
吉
は
命
拾
い
し
、
海
男
も
健
全
で
怜
悧
な
少
年

に
成
長
し
た
。
し
か
し
、
八
つ
に
な
っ
た
海
男
は
、
あ
る
日
大
時
化
が
く
る
直

前
に
海
で
溺
れ
て
死
ん
で
し
ま
う
。
そ
し
て
、
今
ま
さ
に
出
帆
し
よ
う
と
し
て

い
た
重
吉
は
再
び
命
拾
い
を
す
る
の
で
あ
っ
た
。「
少
年
と
海
」の
物
語
は
基
本

的
に
「
漁
村
賦
」
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、「
漁
村
賦
」
後
半
部
分
の
再
話
と

も
言
え
る
。

「
漁
村
賦
」は
八
章
立
て
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
第
七
章
と
第
八
章
に
注

目
し
て
み
た
い
。
第
七
章
、
難
船
事
故
が
多
発
し
た
こ
ろ
、
海
男
は
海
の
変
化

を
敏
感
に
読
み
取
り
、
大
時
化
を
心
配
す
る
ば
か
り
に
悪
夢
に
う
な
さ
れ
る
ほ

ど
の
憂
鬱
を
抱
え
て
い
た
。再
び
妊
娠
し
た
お
里
は
海
男
の
そ
の
様
子
を
見
て
、

海
男
の
代
わ
り
が
腹
に
来
た
の
で
は
な
い
か
と
、
あ
ら
ぬ
思
い
で
心
を
痛
め
て

い
る
。
そ
し
て
結
末
の
第
八
章
で
は
、
海
男
は
乗
り
込
ん
だ
舟
の
上
か
ら
海
中

に
現
れ
た
白
山
を
見
て
、
そ
れ
を
海
難
の
象
徴
、
人
を
死
に
至
ら
し
め
る
も
の

と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
。
そ
し
て
、
恐
怖
の
あ
ま
り
に
、
大
波
で
バ
ラ
ン
ス
を

失
っ
た
舟
か
ら
落
ち
た
海
男
は
、
溺
れ
死
ぬ
。
海
男
の
死
ん
だ
夜
中
、
海
は
大

時
化
と
な
っ
た
。
漁
に
出
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
息
子
の
訃
報
に
接
し
て
船
を

出
さ
な
か
っ
た
父
の
重
吉
は
、
再
び
海
男
に
よ
っ
て
命
を
助
け
ら
れ
た
の
だ
と

人
々
は
言
っ
た
。

こ
の
二
つ
の
章
の
内
容
が
「
少
年
と
海
」
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
ま
ず
、「
少
年
と
海
」
の
為
吉
に
よ
る
「
白
山
が
見
え
る
と
、
南
東
風

が
吹
く
、
海
が
荒
れ
る
、
船
が
難
破
す
る
、
そ
し
て
人
が
死
ぬ
」
と
い
う
思
考

様
式
は
、
海
男
と
共
通
し
て
い
る
。
海
男
も
為
吉
と
同
じ
く
、
海
の
様
子
を
観

察
す
る
中
で
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
り
、
最
後
は
死
ん
で
し
ま
う
。
た
だ
、
海
男
の
場

合
は
、「
仏
の
子
で
あ
つ
て
、
仏
が
身
代
わ
り
に
な

37
）

つ
て
」父
重
吉
を
助
け
る
存

在
と
し
て
描
か
れ
た
。
つ
ま
り
、
海
男
の
死
は
明
確
に
意
味
づ
け
ら
れ
た
死
で
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あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
為
吉
の
死
は
誰
の
身
代
わ
り
と
も
言
及
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
重
吉
は
海
男
の
白
山
説
を
聞
い
て
、「
幼
少
な
彼
に
し
て
は
驚
く
べ

く
異
常
な
注
意
力
と
観
察
力
と
に
対
し
て
、
寧
ろ
薄
気
味
悪
く
な
る
位
に
驚
異

し
た
の
で
あ

38
）

つ
た
」と
あ
る
が
、
為
吉
の
白
山
説
は
、「
子
供
ら
し
い
無
邪
気
の

言
葉
が
、
父
親
に
は
お
か
し
い

39
）

ほ
ど
」
だ
っ
た
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
海
男
が

神
霊
的
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
為
吉
は
た
だ
「
非
常
に

頭
の
よ
い
賢
い
子
」
で
あ
る
。
海
男
が
空
想
の
物
語
に
生
き
る
仏
の
子
ど
も
だ

と
す
れ
ば
、
為
吉
は
現
実
的
な
子
ど
も
に
近
い
存
在
だ
と
い
え
る
。
そ
し
て
彼

ら
の
父
に
つ
い
て
も
、「
漁
村
賦
」の
父
重
吉
が
、
海
男
の
誕
生
の
瞬
間
、
海
難

に
際
し
て
九
死
に
一
生
を
得
て
、
海
男
の
死
に
よ
っ
て
大
時
化
に
漕
ぎ
出
す
こ

と
な
く
命
拾
い
す
る
波
乱
に
満
ち
た
生
涯
で
あ
る
の
に
対
し
、
為
吉
の
父
は
、

時
化
に
遭
遇
し
た
船
を
助
け
た
功
績
で
県
庁
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
褒
状
の
存
在
も

忘
れ
て
し
ま
う
く
ら
い
平
凡
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。

小
説
「
漁
村
賦
」
と
童
話
「
少
年
と
海
」
の
相
違
を
比
較
す
れ
ば
わ
か
る
よ

う
に
、
加
能
の
多
く
の
小
説
に
込
め
ら
れ
て
い
る
、
神
霊
的
な
も
の
に
対
す
る

畏
怖
の
念
や
厄
の
思
想
、
あ
る
い
は
仏
教
的
諦
念
や
運
命
観
は
、「
漁
村
賦
」に

も
反
映
さ
れ
て

40
）

い
る
。
そ
れ
は
海
男
の
死
の
描
か
れ
方
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
少
年
と
海
」
に
お
け
る
「
子
ど
も
の
死
」
で
は
「
漁
村

賦
」
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
霊
的
な
不
思
議
さ
が
削
除
さ
れ
、
子
ど
も
が
理
解
し

て
い
る
「
死
」
の
み
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
加
能
は
「
漁
村
賦
」

の
神
秘
的
な
部
分
を
捨
て
、
自
ら
の
子
ど
も
時
代
の
出
来
事
、
心
境
を
素
直
に

表
し
た
「
少
年
と
海
」
を
、
童
話
と
し
て
『
赤
い
鳥
』
に
執
筆
し
た
。
そ
し
て

「
子
ど
も
の
死
」
か
ら
神
霊
的
な
も
の
を
削
除
し
た
が
ゆ
え
に
、「
少
年
と
海
」

に
お
け
る
「
子
ど
も
の
死
」
は
、
現
実
的
な
子
ど
も
の
死
に
対
す
る
理
解
の
仕

方
に
多
様
性
を
も
た
ら
し
た
と
言
え
よ
う
。

こ
こ
で
、
も
う
一
度
『
赤
い
鳥
』
が
求
め
る
「
子
供
に
関
す
る
日
常
の
事
実
、

子
供
の
心
理
を
描
ひ
た
現
実
的
な
話
材
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。『
赤
い
鳥
』

の
方
針
は
、
昔
話
な
ど
非
現
実
的
な
要
素
を
排
除
す
る
現
実
的
な
立
場
か
ら
、

「
子
ど
も
の
心
理
」
や
「
子
ど
も
に
関
す
る
日
常
の
事
実
」
を
追
求
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
章
で
検
討
し
た
現
実
的
な
日
常
設
定
か
ら
出
発

し
た
童
話
の
多
く
が
描
い
て
い
る
現
実
は
、
子
ど
も
の
心
理
や
、
子
ど
も
中
心

の
日
常
の
事
実
を
き
ち
ん
と
描
い
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
そ
の
現
実
は

や
は
り
大
人
の
立
場
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
果
た
し
て
子
ど
も
に
と
っ
て
も
現

実
的
な
も
の
と
言
え
る
の
か
。

島
村
藤
村
の
「
玩
具
は
野
に
も
畑
に
も
」
で
は
愉
快
な
、
子
ど
も
の
空
想
世

界
が
描
か
れ
て
い
た
。
喋
る
茄
子
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
を
教
え
て
く
れ
る
南
瓜

は
、
大
人
か
ら
見
れ
ば
た
だ
の
空
想
で
あ
り
、
決
し
て
現
実
で
は
な
い
。
し
か

し
、
そ
れ
は
子
ど
も
に
と
っ
て
も
非
現
実
的
な
も
の
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

空
想
も
子
ど
も
に
と
っ
て
は
日
常
の
一
部
分
で
、
む
し
ろ
空
想
を
消
滅
し
た
子

ど
も
の
世
界
は
非
現
実
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

大
人
の
立
場
と
子
ど
も
の
立
場
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
、『
赤
い

鳥
』
が
求
め
て
い
る
「
現
実
的
な
童
話
」
の
現
実
性
も
混
沌
と
し
た
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
少
年
と
海
」で
は
大
人
が
死
に
与
え
よ
う
と
す
る

意
味
を
取
り
除
こ
う
と
す
る
こ
と
で
、
為
吉
と
い
う
子
ど
も
の
目
線
か
ら
、
子

ど
も
の
思
考
・
行
動
の
傾
向
に
沿
っ
て
死
を
描
写
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
貫
か

れ
て
い
る
。
で
き
る
限
り
子
ど
も
に
寄
り
添
う
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
目
か

ら
見
た
現
実
を
う
ま
く
表
現
し
た
「
少
年
と
海
」
が
生
ま
れ
た
と
い
え
よ
う
。
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お
わ
り
に

『
赤
い
鳥
』
を
代
表
と
す
る
大
正
児
童
文
学
に
お
け
る
「
子
ど
も
の
死
」
は
、

子
ど
も
の
弱
さ
や
無
垢
さ
を
表
し
な
が
ら
、生
の
は
か
な
さ
を
描
い
て
い
る
が
、

そ
れ
は
現
実
的
な
子
ど
も
の
死
か
ら
乖
離
し
た
感
傷
的
な
死
で
あ
る
と
の
批
判

が

41
）

あ
る
。
し
か
し
、
分
析
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、「
少
年
と
海
」に
描
か
れ
た

「
子
ど
も
の
死
」は
、
必
ず
し
も
現
実
か
ら
乖
離
し
た
も
の
と
は
言
い
き
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
実
的
な
素
材
を
取
り
扱
う
童
話
が
、
子
ど
も
の
心
理

を
描
写
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
子
ど
も
の
考
え
方
や
思
考
能
力
を
う
ま
く
体

現
し
た
空
想
も
存
在
す
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
死
が
大
人
の
立
場
、
子
ど
も
の

立
場
、
ど
ち
ら
の
立
場
か
ら
描
か
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
表
現
に
お
け
る
現
実
性

が
異
な
っ
て
く
る
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
加
能
作
次
郎
は「
少
年
と
海
」を
発
表
し
た
後
、「
三
吉
堂
物
語
」

と
「
嘘
つ
き
又
五
郎
」
と
い
う
作
品
を
『
赤
い
鳥
』
で
発
表
し
て
い
る
。
そ
の

う
ち
、「
少
年
と
海
」
発
表
か
ら
六
年
後
の
一
九
二
六
年
に
発
表
さ
れ
た
「
三
吉

堂
物
語
」
で
も
「
子
ど
も
の
死
」
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
子
ど
も
の
純

粋
さ
を
謳
歌
す
る
物
語
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
加
能
自
身
の
変
化
で
あ
る
と

同
時
に
、
子
ど
も
の
目
か
ら
見
た
子
ど
も
の
死
と
い
う
立
場
で
描
か
れ
た
作
品

が
『
赤
い
鳥
』
か
ら
消
え
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
し
て
、「
新
し
い
創
作
童
話
の
要
求
に
対
す
る
模
索
時
代
で
も
あ
り
、
曙
光

時
代
で
も
あ

42
）

っ
た
」
と
言
わ
れ
る
中
期
の
『
赤
い
鳥
』
で
は
、「
子
ど
も
の
死
」

は
小
川
未
明
な
ど
児
童
文
学
童
話
作
家
の
創
作
童
話
に
よ
っ
て
独
自
の
特
色
を

与
え
ら
れ
て
ゆ
く
。
創
作
童
話
の
草
創
期
を
脱
し
、
小
川
未
明
、
坪
田
譲
治
な

ど
の
童
話
作
家
が
主
役
と
な
っ
た
『
赤
い
鳥
』
で
、「
子
ど
も
の
死
」
は
ど
の
よ

う
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
表
現
方
法
が
用
い
ら
れ
、

ど
の
よ
う
な
意
味
づ
け
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
前
期
の
作

品
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
。
そ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
今
後
の
課

題
と
し
て
、
本
論
を
締
め
括
る
こ
と
に
し
た
い
。

注

１
）

鳥
越
信
「
大
正
期
の
児
童
雑
誌
（
上
）
｜
｜
前
期
「
赤
い
鳥
」・「
金
の

船
」・「
童
話
」
を
中
心
に
」（『
文
学
』
二
一
六
号

一
九
五
七
年
四
月
）

九
六
頁
〜
九
七
頁

２
）

坪
田
譲
治
『
赤
い
鳥
傑
作
集
』（
新
潮
社

一
九
五
五
年
）
三
五
八
頁

３
）

河
原
和
枝
「『
赤
い
鳥
』
の
子
ど
も
た
ち
」（『
年
報
人
間
科
学
』
一
二
号

一
九
九
一
年
）
一
四
三
頁

４
）

鈴
木
三
重
吉
「
緊
急
社
告
」（『
赤
い
鳥
』
三
巻
四
号

赤
い
鳥
社

一

九
一
九
年
一
〇
月
）
八
〇
頁
。
引
用
は
『
赤
い
鳥
復
刻
版
』（
日
本
近
代

文
学
館

一
九
七
九
年
）
に
よ
っ
た
。

５
）

森
三
郎
「
私
の
記
者
時
代
」（『
赤
い
鳥
代
表
作
集
五
』
小
峰
書
店

一

九
九
八
年
）
二
五
九
頁

６
）

河
原
和
枝
『
子
ど
も
観
の
近
代
｜
｜
『
赤
い
鳥
』
と
「
童
心
」
の
理
想
』

（
中
公
新
書

一
九
九
八
年
）
一
一
一
頁

７
）

南
本
義
一
「
文
学
教
材
「
一
房
の
葡
萄
」
の
考
察：

教
材
研
究
の
試
み
」

（『
福
岡
女
子
短
大
紀
要
』
一
七
巻

一
九
七
九
年
六
月
）
二
五
頁

８
）

浜
野
卓
也『
童
話
に
見
る
近
代
作
家
の
原
点
』（
桜
楓
社

一
九
八
四
年
）
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一
九
頁

９
）

河
原
和
枝

前
掲
書

一
二
〇
頁

10
）

坂
本
政
親
「
加
能
作
次
郎
」
日
本
近
代
文
学
館
編
『
日
本
近
代
文
学
大

事
典
第
一
巻
』（
講
談
社

一
九
七
七
年
）
四
一
一
頁

11
）

高
崎
邦
彦
「
加
能
作
次
郎
論
」（『
日
本
文
学
の
伝
統
と
創
造

阿
部
正

路
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
』
一
九
九
三
年
六
月
）
三
七
一
頁

12
）

加
能
作
次
郎
「
少
年
と
海
」（『
赤
い
鳥
』
五
巻
二
号

一
九
二
〇
年
八

月
）
二
八
頁
。
引
用
は
『
赤
い
鳥
』
復
刻
版
に
よ
っ
た
。

13
）
「
少
年
と
海
」
二
八
頁

14
）
「
少
年
と
海
」
二
七
頁

15
）

ピ
ア
ジ
ェ
／
岸
田
秀
訳
『
子
ど
も
の
因
果
関
係
の
認
識
』（
明
治
図
書

一
九
七
一
年
）
二
六
三
〜
二
九
〇
頁

16
）

窪
田
実
・
木
幡
一
夫
『
理
科
学
習
指
導
に
お
け
る
つ
ま
ず
き
の
事
例
』

（
明
治
図
書

一
九
五
九
年
）
八
九
頁

17
）

波
多
野
完
治
・
滝
沢
武
久『
子
ど
も
の
も
の
の
考
え
方
』（
岩
波
新
書

一

九
六
三
年
）
一
三
一
〜
一
四
八
頁

18
）

島
常
安
な
ど
『
発
達
心
理
学
用
語
集
』（
同
文
書
院

二
〇
〇
六
年
）
一

六
〇
頁

19
）
「
少
年
と
海
」
三
〇
頁

20
）
「
少
年
と
海
」
三
一
頁

21
）

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
Ｂ
・
ウ
ォ
ル
マ
ン
／
作
田
勉
訳
『
子
ど
も
の
恐
怖
』

（
誠
信
書
店

一
九
八
〇
年
）
二
〇
〜
二
一
頁

22
）

ダ
ナ
・
カ
ス
ト
ロ
／
金
塚
貞
文
訳
『
あ
な
た
は
、
子
ど
も
に
「
死
」
を

教
え
ら
れ
ま
す
か
？

空
想
の
死
と
現
実
の
死
』（
作
品
社

二
〇
〇
二

年
）
一
二
一
頁

23
）
「
少
年
と
海
」
三
一
〜
三
二
頁

24
）

ダ
ナ
・
カ
ス
ト
ロ

前
掲
書

三
六
〜
四
二
頁

25
）
「
少
年
と
海
」
三
一
頁

26
）

Ｊ
・
Ｌ
・
シ
ン
ガ
ー
／
小
山
睦
央
・
秋
山
信
道
訳
『
白
日
夢
・
イ
メ
ー

ジ
・
空
想
』（
清
水
弘
文
堂

一
九
八
一
年
）
一
三
九
頁

27
）
「
少
年
と
海
」
三
一
〜
三
二
頁

28
）
「
少
年
と
海
」
三
二
頁

29
）
「
少
年
と
海
」
三
二
頁

30
）
「
少
年
と
海
」
三
二
〜
三
三
頁

31
）

赤
澤
正
人
「
子
ど
も
の
死
の
概
念
に
つ
い
て
」（『
臨
床
死
生
学
年
報
』

六
号

二
〇
〇
一
年
七
月
）
一
三
一
頁

32
）
「
少
年
と
海
」
三
三
頁

33
）

伊
藤
博
・
高
木
慶
子
「
子
ど
も
の
「
死
の
絶
対
性
」
認
識
の
確
立
時
期

：

四
才
か
ら
九
才
ま
で
の
子
ど
も
に
対
す
る
意
識
調
査
を
中
心
と
し

て
」（『
人
間
学
紀
要
』
三
四
巻

二
〇
〇
四
年
一
二
月
）
六
一
〜
六
二

頁

34
）
「
少
年
と
海
」
三
三
頁

35
）

加
能
作
次
郎
「
漁
村
賦
」（『
太
陽
』
一
九
一
六
年
四
月
）
一
一
二
〜
一

五
七
頁

36
）

坂
本
政
親
「
加
能
作
次
郎
と
能
登
」（『
福
井
大
学
教
育
学
部
紀
要
第
一

部
人
文
科
学
』
二
〇
巻

一
九
七
〇
年
）
四
〜
五
頁

37
）
「
漁
村
賦
」
一
五
七
頁

38
）
「
漁
村
賦
」
一
五
一
頁
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39
）
「
少
年
と
海
」
二
七
頁

40
）

坂
本
政
親

前
掲
論
文

一
四
〜
一
五
頁

41
）

大
澤
千
恵
子
「
児
童
文
学
に
お
け
る
死
生
観：

ア
ン
デ
ル
セ
ン
、
宮
沢

賢
治
の
童
話
を
手
が
か
り
に
」（『
死
生
学
研
究
』
三
巻

二
〇
〇
四
年

四
月
）
一
五
九
〜
一
六
〇
頁

42
）

森
三
郎
「
私
の
記
者
時
代
」『
赤
い
鳥
代
表
作
集
五
』（
小
峰
書
店

一

九
九
八
年
）
二
五
九
頁

※

引
用
に
あ
た
っ
て
、
仮
名
遣
い
は
原
文
の
ま
ま
、
旧
漢
字
は
新
字
に
改
め

た
。

（
お
う

ぎ
ょ
く
・
北
海
道
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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